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Study on Luteolysis Mechanisms via Lymphatic Vessels in Cow 
（リンパ管を介したウシ黄体退行に関する研究） 







食作用によって達成されると説明されてきた。しかし、ウシにおいてプロスタグランジン F2α (PGF) 製







ド産生細胞マーカーとして知られる 3β-hydroxysteroid dehydrogenase (3β-HSD) 抗体陽性を黄体細胞の指
標とし、リンパ液中に含まれる黄体細胞と黄体周期の関連を解析した。またリンパ液中に見出された 3β-
HSD 陽性細胞が黄体内リンパ管を介して流出した細胞であることを証明する目的で、黄体組織から組織





ん細胞の転移においてがん組織からの細胞の離脱に関与することが知られている  matrix 
metalloproteinases (MMPs) が黄体細胞流出に関与すると仮説を立て、黄体細胞における MMPs 発現とそ
の発現調節機構の解明を試みた。培養中期黄体細胞に黄体退行のトリガーと知られる PGF、退行期に黄
体へ浸潤したマクロファージが分泌するインターフェロン γ (IFNG) ならびに腫瘍壊死因子 (TNF) を単
独または組み合わせて添加し、黄体細胞における MMPs mRNA 発現に及ぼす影響を検討した。PGF およ
び IFNG は黄体細胞における MMP-1 ならびに MMP-9 mRNA 発現を刺激した。MMP-1 はコラゲナー
ゼタイプ 1 とも呼ばれ、黄体における主要な結合組織であるコラーゲンタイプ 1 を分解する。このこと
から、黄体細胞により分泌された MMP-1 が黄体細胞周囲に存在するコラーゲンタイプ 1 を分解するこ
とにより、局所的な黄体細胞の離脱を誘導するメカニズムの存在が示された。 
以上のように、本研究はリンパ管を介した黄体退行という新規の黄体退行機構の存在を明らかにした。














では結合組織分解活性を持つ matrix mettaloproteinases (MMPs) が黄体細胞流出に関与すると仮説を立て、
ウシにおける黄体退行誘導因子と知られるプロスタグランジン F2α ならびにインターフェロン γ が
黄体細胞における MMPs mRNA 発現を刺激することを明らかにした。この結果は、「黄体退行誘導因






文が博士学位 (農学) に値するものと判断した。 
